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ワーク・ライフバランスを図りながら働き続ける看護職のキャリア
大塚　祐輔
（東京女子医科大学病院　医療連携・入退院支援部）
東京女子医科大学看護学会第16回学術集会　交流セッション
【経歴】
2010 年天使大学を卒業後、東京女子医科大学病院に入職。その後、北海道で行政保健師として勤
務。2015 年に東京女子医科大学病院に再入職。現在、医療連携・入退院支援部で主任代理として、
主に退院支援・調整の業務を行う。
【本文】
本セッションでは、今までの自分の経歴を振り返りながら、現在の自分の立ち位置や男性看護師と
してのキャリア、そして家族の中での役割を持つが故の葛藤をお話したいと思います。
看護大学に在学中、住民に保健指導し、地域看護や公衆衛生の役割をもつ保健師に興味を持ちまし
た。そこで、保健師になる前には病院での看護経験が必要であると考え、当院に入職し、小児病棟、
救急外来での看護を学びました。そして、2 年の臨床経験を経て、保健師として北海道に戻り、人口
8,000 人程度の地域の役所に就職しました。そこでの３年間、介護保険事業や介護予防事業に従事し
ました。そこで感じたことは、“病院から地域に戻る看護＂が、患者・家族のその後に人生に大きく
影響するということでした。
患者・家族が病院から安心して地域に戻るためには、病院から地域に戻る退院支援（移行支援）が
必要です。そして、患者・家族の生活に関心を持ち、寄り添える看護師が一人でも多く増やすことが
重要です。これは病院と地域の両方で働いたことで、感じたことであったと振り返ります。
そうした経験から、再び病院に戻る決断をしました。再入職後は、医療連携・入退院支援部に配属
となりました。現在、年間 200 件程度の患者・家族の退院調整を担っています。退院に向かう患者・
家族は、個々に様々な思いや背景があり、パターン化されないオーダーメイドの調整が必要です。今、
そこに看護の楽しみを感じています。また、ここ数年、看護部全体で入退院支援への強化が始まり、
院内看護師の教育にも携わっています。地域にいたときに必要だと感じていた「患者・家族の生活に
関心を持ち、寄り添える看護師」の育成の一端を担っています。
そんな充実した仕事を送る中、私生活も大きく変化しました。当院に再入職後に結婚し、一児の父
親になりました。独身の時は自分のやりたい仕事に集中することができました。しかし、父親として、
一家の主としての責任をもつことになりました。仕事のやりがいと現実的な金銭面での葛藤で、この
まま仕事を続けてよいのか迷っていることも正直な気持ちです。また、今年度から主任代理となり仕
事上での立ち位置や役割の変化も起こりました。スタッフの思いを聞き、部署の発展に繋げるという
難しさも日々悩みながら、試行錯誤の連続です。
今、本院には、男性看護師で、家族を持ち、自分と同じ立ち位置のロールモデルがいません。自分
が今後どう成長していくのか、見えない不安もあります。そんな正直な今の自分の葛藤も含め、皆様
とぜひ意見交換をし、自分自身も今後の活路を見出したいと思います。
